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近視性牽引性黄斑症の診断と治療

序　論

門之園一明＊

皆様，近視性牽引性黄斑症はよくご存知でしょ
うか。本疾患名称が硝子体手術の適応として初め
て記載されたのは，2004 年の Panozzo の論文
です。この 20年の近視人口の増加や高齢化によ
り，近視による黄斑疾患が急速に増加しており，
外来でも普通に見かけるようになりました（図）。
また，本疾患は，働き盛りの中高年層に多くみ
られる傾向にあり，社会的にも重要な位置づけの
疾患であるといえます。さらに，強度近視眼の白
内障手術後に視機能が改善しないことを主訴に受
診し，近視性牽引性黄斑症の診断に初めて至る症
例もしばしばみられ，眼科専門医は，少なくとも
押さえておくべき疾患といえそうです。
東京医科歯科大学の高橋先生が述べられている
ように本疾患は，病的近視眼に生じる牽引力を主
とする特異な網膜病変と捉えることができます 1）。
また，同グループは，本疾患に広角OCTで広範
囲に及ぶ後部硝子体膜の癒着の存在を示していま
す。千葉大学の馬場先生は，網膜外層の裂隙と
いった特異な病変の存在や黄斑円孔網膜剥離の綺
麗な写真を提示しています。また，本疾患は，脈
絡膜萎縮や緑内障を合併することにより，予後の
予測が難しく，仮に硝子体手術を行っても十分な
視機能を得られないことも多く，患者への十分な
疾患特異性の説明が必要であると藤田医科大学の
伊藤先生は述べています。
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硝子体手術手技の進歩も目覚ましく，内境界膜
をいかに丁寧に切除するか，また，術後の合併症
を予防するかの研究も行われています。大阪大学
の白木先生によれば，強度近視眼の色素を応用し
た手術（chromo-vitrectomy）の有効性を強調し
ており，術後の黄斑円孔形成のリスクを回避する
ための fovea-sparing ILM peeling の治療有効
性を検証し，全例において中心窩 ILMの意図的
回避を推奨しています。
最近，近視性牽引性黄斑症の名称を，より広範
位に疾患を網羅しようとして，名称の変更を提唱
する流れがあります。Myopic macula やmyo-
pic maculopathy などが提唱されています。ア
ジアに多い本疾患の正しい理解が，これまでの卓
越した日本人研究者の学問的功績を踏まえて，さ
らに進むのは間違いないと思います。

図 近視性牽引性黄斑症の内境界膜剥離の術中画像
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